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１．はじめに 

2011年 7月末の「平成 23年 7月新潟・福島豪雨」

により飯山線で発生した，盛土崩壊現場の復旧工事

を計画・施工した．現地の状況及び早期復旧が求め

られた点を踏まえ，盛土補強土壁（以下 RRR工法）

により復旧した．RRR工法とは，盛土を層状に構築

し，層間に面状補強材を配置することで，盛土を従

来よりも急勾配で施工することができるものである．

本稿では，災害復旧工事における盛土の施工及び品

質管理方法と，品質確認結果を報告する．ここでは，

既存の施工実績より，ローラーマークの消滅を確認

することで品質管理を行った．  

 

２．施工諸元 

盛土施工では，地盤材料を一様に敷均し，層厚

30cmごとに均等に転圧し構築した（図.1）． 

地盤材料はクラッシャラン（40～0mm）を使用し

た．材料特性として粒径加積曲線を図.2に示す．使

用した路盤材料は，粒径の小さい成分が少なく，降

雨等に影響を受けにくい材料となっている．また，

転圧方法は，ハンドガイドローラー（機械重量

550kg）を使用した．なお，盛土施工中に降水は確

認されなかった． 

 

３．管理方法の検討 

一般的に，鉄道構造物における盛土の施工管理は，

盛土の締固め程度の管理によって行われ，密度と K

値が管理基準値以上であることを確認することによ

って行われており，盛土上面以外では，90%以上に

締固めることとされている１）．  

一方で既存研究２）より，転圧回数と K30値の関係

性が明らかにされており，クラッシャラン（40～

0mm）を盛土材料とし，規定値を K30値 110MN/㎥

以上とした場合，転圧回数 3 回で管理できる，とい

う結論を得ている．また，転圧回数 2～3回の一般的

な状況として，目視にて仕上がり表面のローラーマ

ークの消滅が確認される状況であることが報告され

ている．  

盛土の施工に当たっては，あらかじめ試験施工を

行い，所要の締固め度が得られる作業基準を定める

ことが基本であるが，本施工においては，列車運行

の早期再開のため，迅速な盛土施工が求められてい

た．以上を踏まえ，施工及び実験に使用されたクラ
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図 2. クラッシャラン粒径加積曲線 

 

図 1. 復旧盛土断面図 
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ッシャランの粒径加積曲線がほぼ一致している

（図.2）点を考慮し，盛土施工時には，仕上がり表

面のローラーマークの消滅をもって施工管理するこ

ととした． 

 

４．施工管理及び品質管理方法 

盛土施工では，前章の検討に基づき，各層ごとに

地盤材料をハンドガイドローラーにより締固め後に，

ローラーマークの消滅の確認をして施工管理とした． 

品質管理として，上・下段盛土管理層（下段第 5，

8，11，14層及び上段第 3，5層）において砂置換法

による密度試験を実施し，締固め度を確認した．ま

た，上段盛土管理層（上段第 3，5層）において簡易

支持力測定器（CASPOL）を用いて現場支持力試験

を実施した．さらに，腹づけ盛土であるため，鉄道

運行再開後約 1 ヶ月半にわたり，下段の盛土上部 3

箇所（図.1）において沈下・上昇量を測定し，盛土

全体の安定性についても確認した． 

 

５．品質管理結果 

上・下段盛土管理層における密度試験の結果は

表.1 の通りであり，管理基準値（90.0%）以上であ

ることが確認できた．また，上段盛土管理層におけ

る現場支持力試験の結果は，表.2の通りであり，管

理基準値（110MN/㎥４））以上が確保されていること

が確認できた．列車運行前に対する下段盛土上部の

沈下・上昇量は，図.3の通りであり，顕著な沈下・

上昇は確認されず，盛土全体も安定していることが

確認できた． 

 

６．まとめ 

本報告では，クラッシャラン（40～0mm）を材料

とした盛土施工において，仕上がり表面のローラー

マークの消滅による施工管理手法について考察した．

その結果，粗粒土の締固め管理方法として，ローラ

ーマークの消滅という視覚的で簡易な管理方法であ

っても，密度及び支持力が十分に確保できることが

確認でき，安定的な管理が可能であることが分かっ

た． 
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表 2. 支持力試験結果（上段盛土） 

管理層 
K30値（MN/㎥） 

左 中心 右 管理基準値 

第 3 層 126.0 133.2 144.3 
110.0 以上 

第 5 層 146.1 155.7 137.9 

 

表 1. 密度試験結果 

管理層 締固め度 管理基準値 

下段盛土 

第 5層 94.9% 

90.0%以上 

第 8層 95.3% 

第 11層 95.5% 

第 14層 93.8% 

上段盛土 
第 3層 97.6% 

第 5層 97.7% 
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図.3 下段盛土沈下量測定結果 
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